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イギリスのボランティア事情

イギリスボランティア事情研修ツアー報告

ウイルコックス教授のレクチャー

――イギリスの高齢者問題――

ウイルコックス教授：
　今日皆さんにお会いできることを大変光栄
に思っております。
　ご存知かと思いますが、私達の大学は明治
大学さんをはじめ、いくつかの機関と関連を
持っていますが、今日新たに中田さんはじめ
皆さんの組織とお会いすることができて嬉し
く思います。
　協同組合あるいは高齢者問題に関しまして
皆さんとこういった機会を持てることは非常
に勉強になるわけです。と言いますのは、日
本と同じようにイギリスでも当然、より良い
方法を目指して研究や実践を行っているわけ
ですが、先程聞かせていただきました話から
考えますと、やはりイギリスにあるような問
題を日本の皆さんも考えている、つまり皆さ
んの行なわれていることがこちらの参考にも
なるということです。
　皆さんの日程表の訪問先には｢エイジ・コ
ンサーン｣という高齢者問題への関心を持つ
人々、機関が含まれていることにちょっと驚
いております。と言いますのは、私自身があ
る地方のエイジ・コンサーンの責任者であっ
たからです。
　皆さんが進めておられるような形で高齢者
問題を社会に提起していく活動を行っている
｢ヘルプ・ジ・エイジズ(高齢者を助けろ)｣と
いう運動組織があります。これが皆さんが行
なわれている活動と共通することを行ってい

ます。
　まず皆さんに考えていただこうという問
題、多分皆さんが関心を持つであろう問題を
レジュメに出しました 。(編集部注：「協同の
発見」次号にて中川先生の翻訳を掲載)

　先ほど中田さんが仰った 3本柱、就労す
る・福祉・生き甲斐を持つ、といったことは
全くイギリスでも同じですし。要は、まず仕
事を出来るだけする、しかし仕事をするだけ
ではなくて社会が認知する、さらにそれを通
して本人達も満足される、ということは言葉
の表現は違うと思いますが、目指している事

は全く同じだと思います。
簡単に説明させていただきますと、ここに
5つの柱を掲げています。まず、今日の高齢
化の問題という形で考えているわけですが、
詳しいことは別の機会に読んでいただけるか
と思います。社会問題と健康問題、さらには
経済問題、さらにそれを取り込む社会の文化
的な問題、つまり高齢者をどのように受けと
めてどのように扱うのかという、ある意味で
文化的な側面です。それと政策的な問題。つ
まり高齢者問題を分析するのに社会問題、健
康問題、経済問題、文化問題、それと政策問
題、この5本柱から考えていますし、多分そ
ういった考えを皆さんの方でもお持ちじゃな
いかと思います。
　現在イギリスで一番大切に考え、処理しな
ければいけない問題は、いわゆる高齢者とい
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われる方は非常に多様な問題を抱えている反
面、また多様な可能性を持っていることで
す。
　つまり老人自体が多くの貢献を出来る可能
性がある。つまり高齢者を厄介者にするわけ
にいかないし、ありとあらゆる問題を抱えて
いるのも事実であるが、同時に高齢者自体が
そういった問題に取り組める可能性を持って
いるということです。これをいかに調節して
いくか、というのが一つの課題ではないかと
考えております。
　2021年の人口構成では、65～70歳が11%
ですが、75歳以上の方が9%、10人に1人に
なってくるというこの事実は否定できない状
況になっているということで、日本の方が高
齢化は進んでいるかと思いますが、イギリス
もこのような数字になっているのです。
　また、高齢者の中でも女性の比率が非常に
増えてきている。しかし同時にイギリスにお
いても女性は過酷な労働条件、より劣悪な健
康状況の下で高齢化を迎えているということ
です。
　もう一つの問題は、いわゆるイギリスの少
数民族の高齢化社会、この問題にはまた別の
光を当てて考えて行かなければいけないとい
うことです。特に移民は政府の制度よりもボ
ランティアの組織に依存する者が非常に多い
ということです。
　今度は地域あるいは環境による格差ですけ
れども、例えば遠隔地・都市でもいわゆる貧
民街・海岸近くに住んでいる人はやはりケア
を受ける機会がより少ないという問題があり
ます。したがいまして、イギリスという全体
像から見て頂いても現状とは出てくるものが
違う、つまり社会的環境・地理的環境により
ケアを受けられる機会に差異があると言うこ
とです。

　いわゆる老人問題でうっかりすると見落す
事実として、どうしても高齢者を組織とか機
関、例えば老人ホームだとか福祉施設などと
かいう点から見がちだということです。とこ
ろがイギリスの場合、3/4、75%はそういうと
ころには住んでいるのではなく、一人暮らし
あるいは夫婦ともに老人です。したがって高
齢者問題イコール施設のあるなしというもの
とは別で、そこだけに光を当ててしまうと、
大多数の老人問題が見落されていくというこ
とです。
　いわゆる高齢者とは社会的に孤立している
状況です。したがいまして、そこに地域のケ
アが一つの意味を持ってきます。地域社会の
ケアと政府が組織として取り組むケア、この
バランスが非常に大切になってくるのです。
この点から考えますと、皆さんがコミュニ
ティ・ケアということに取り組んでおられる
ことの意味がよくわかります。
　地域の中でケアをするのか、あるいは地域
の組織でケアするのか、ということですけれ
ども、イギリスの基本的な考えでは地域の中
で、つまり例えば｢老人だからどこかへ持っ
ていって｣とうような考えではなくて、その
地域においてケアするというのが出発点で
す。当然ながらそのケアを行う人は地域の住
民ボランティアのみではなくて、例えばエー
ジェンシーもあります。そういった形で地域
において地域の力プラス外部の組織力でケア
をするということです。
　こちらではコミュニティ・パッケージとい
う言葉があります。例えば政府の福祉関係の
監督庁が｢こういう形でケアを行ったら良い
のではないか｣という一つの案を作るわけで
すが、その案も省庁が行うのではなくて、地
域の自らの力だとか、地域のボランティアの
パッケージを作っていく、それが今の形だと
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いうことです。

【質疑】
中村:　どうぞ皆さんのご質問を。せっかく
ですからどんなことでも聞いてください。

質問：　日本ではコミュニティ・ケアという
と家族がやるもので、社会的ケアというのが
日本ではなかなか理解されないのですが。

教授：　イギリスでは全く違います。具体例
ですが、私の父親は身動きが非常に困難で
す。
まず政府関係の役所が行うのは、状況を視
察し、そして作業療法士的な観点から｢どう
いったものが必要か｣を評価していく。
その次に社会的なアクティビティといいま
すか、活動として何が必要なのか、次の評価
を行っていく、という形です。要するに平屋
のバンガローに家族と住んでいるのですが、
ケアは家族の中で政府が行っているわけで
す。
　したがいまして｢その家族で｣という意味で
はなくて、社会において生きていくためにど
のような援助をしていくかを、政府の責任で
作業療法士を送ったり、社会的観点からどう
いった活動が必要かと評価する専門家を送っ
たりしているわけです。

質問:　ドイツでは家族がケアするとお金を
もらえるようですが。

教授：　先程の話に戻りますけれども、父親
の場合、当初はそんなに状況は悪くなかった
ために、隣の人が買い物をしてくれたり、元
気かどうか確認してくれるというパターン
だったのですが、今はもうお風呂に入れない

ことから専門家がやらないといけない状況に
なってきております。
実際にどのような申請を出したらどのよう
な援助を受けられるのか判らなくて、それを
行ってくれたのが｢エイジ・コンサーン｣で
す。ボランティアが申請を出して、介護に必
要な人材を雇うお金を受け取れる手続きをし
てくれたということです。この意味に於いて
ボランティアが地域社会でケアをしている、
実際にお金は政府が出しても、そこへ行くま
でにボランティアの役割が大きいわけです。
　政府から下りるお金をどのように使うか
は、全くその人の状況で決めて良いのです。
つまり家族が付き添っている形なら家族に
払っても結構です。父親の場合、隣の人が朝
晩必ず覗き、本人はアラーム(警報機)を付
け、何かがあればそれを鳴らす、という仕組
みです。援助資金は隣の人に払われます。申
請が降りたら、そのお金をどのように使うか
は状況によって決めて良い、ということで
す。
　これは非常に典型的な事例だと思いますけ
れども、3時間離れている所に住んでいる一
人暮らしの父親の世話を隣の人が手伝ってい
るのだけれども、それに関わる費用は政府か
ら出ており、エイジ・コンサーンがボラン
ティアで支援しているという形です。具体的
にイギリスでは単純に｢公か、私か｣｢ボラン
ティアか、政府の役人か｣といったような見
方はちょっと難しくなってきているほど複雑
になってきています。

質問：　日本では、介護保険が実施されたの
が昨年の4 月ですから、1年半経ちましたが、
いろいろと問題点があり、結果において高齢
者が心配するような状態が出ています。
その一つは低所得者が介護保険からはみ出

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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され、介護を受けられないことが起こってい
る。もう一つは、ターミナルの場所の問題で
す。

教授：　イギリスでは1945年から介護保険
がありますが、今でもありとあらゆる問題が
あります。全ての人が福祉を受けられるとい
う政策があり、この方針はハッキリしている
のですが、やはり例えば予算が足りない、人
が足りないという形で、必ずしも実際に高齢
者が必要としているケアが十分に行われてい
ると言えないのが残念ながら事実です。

質問：　ケア・マネージメントを英国から教
わったわけですが、日本ではケアプランを作
るためのアセスメントをする対象を選ぶのに
コンピューターで行っています。英国での優
先順位のつけ方はどうなっていますか？

教授：　イギリスの場合は、基本的には地方
自治体がそのアセスメントでどのようなケア
を必要としているか、その度合いを評価しま
す。どのような項目を審査するかといいます
と、たぶん日本と似ているのではないかと思
いますけれども、その医学的必要性、つまり
どのくらい動けてどの程度動けないのか、あ
るいは社会的な要請、そして例えば日常的な
問題として服が着られるのか着られないの
か、といったような項目を多くしていくこと
です。
　それをコンピューター化しているかどうか
は別で、基本的にはそんなには違わないので
はないかと思いますけれども。

質問：　アセスメントからケアをはね出され
た人はどうなりますか。もう何も面倒を見な
いのですか。　

教授：　いつでもそんな問題はあります。評
価をすればどう見ても必要なのに｢あの人は
必要じゃない｣ということがイギリスにおき
ましても日常茶飯事です。評価というものが
政治的な問題なのか、実際に介護の問題なの
か、皆さんにも考えていただきたい。つまり
政治的な側面が非常にあるというのが意見で
す。
まず｢評価｣とは絶対に目的があるべきで、
何のために評価するのか、その目的がはっき
りしないといけないというのが出発点です。
例えばこの人が独立して生きていくために何
が必要なのかを調べるのは｢評価｣です。質の
高い、独立した生活をいつまでも送ってもら
うための評価を行うことは、換言すると非常
に金のかかること、これは当たり前のことな
のですけれど。
　もう一つ、｢ある時に独りで死んでいた｣こ
とを避けるための評価も｢評価｣と呼んでいま
す。つまりある人には評価とは最高に意味の
ある人生を送っていくために何が必要か、社
会的にはこんな事、経済的にはこんな事、と
調べていくのも｢評価｣と呼ばれているし、逆
に｢行ってみたら死んでいた｣ということを避
けるには何をすべきかという、非常に消極的
な意味のことも同じ｢評価｣と呼ばれているこ
とです。
　その評価が、例えば医学的評価を行う人と
か、社会的評価を行う人や日常生活的な点か
ら評価を行う人などによって非常に差があり
ます。ある人は｢最高の医療を与えよう｣とい
う観点から評価するし、ある人が評価すると
きは｢とにかく一番安いのはどうか｣というよ
うに、福祉問題を扱う各種の監督庁の関係者
がいろんな観点から評価をしてしまうという
問題です。
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　基本的にはナーシングケア(看護)とパーソ
ナルケア(対人ケア)、これは例えば服を着た
り食事をしたり日常生活のためのケアで、政
府はこれには支払いません。看護の方には払
うのに、対人ケアには払わないのがイギリス
の今の状況です。看護ケアに払われるのは動
物的・物理的に生きていくことに必要な最低
限です。しかし実際に人間が必要とするのは
対人ケアで、しかしこれは言うまでもなく非
常にお金のかかることです。
　スコットランドとウェールズでは対人ケア
の費用もそれなりに払うそうです。しかしイ
ングランドでは払っていないので、非常に大
きな社会問題になりつつあるという事です。

質問：　私たち高齢者協同組合でも介護保険
に参入しました。国の｢民間もNPOも加わり
なさい｣という方針に応えて参入したのです
が、その時に悩むことは、本当にこの制度に
すっぽり入ってしまったら本当に大変なこと
になりそうだということです。
そこで考えたのは制度の活用をしながら、
ボランティアの役割が徹底的に大きくなるだ
ろう、それなら｢ボランティアというのは何
だろう｣と考えて、アメリカを研究して、で
も原点がイギリスにあるんじゃないか、とい
うのが今回のツアーのもう一つの目的です。

教授：　皆さんがこの機会にイギリスを訪れ
たというのは、良い時期でした。
２年前から政府が｢老人にとってより良い
政府｣というキャンペーンを行っています。
この方針に基づいて行われているのが、まず
地方自治体・ボランティア組織・老人の各種
組織の三者が一緒になって｢どういったケア
が必要なのか、何が必要なのか｣ということ
を地域ごとに研究し、それに基づいてその地

域の大学が参加し、その地域ごとに於ける方
針を検討していく。そして集めていって中央
でどのような施策をやっていくかを決めると
いうものです。良い時期に視察にお見えに
なったと思います。スローガンとしていわゆ
る｢老人に力、つまり発言力を与える｣という
キャンペーンを行っている時に重なりまし
た。

質問：　日本ではボランティアにお金を払う
べきかどうか問題になっています。先ほどの
質問へのお答えの中で、お金をある程度引き
出して、それを介護者がプロであってもボラ
ンティアであってもその費用に当てるような
お話がありました。ボランティアにも幾分か
の支払いを行うということなのでしょうか。
もう一つ、レッツという地域貨幣が特にこの
近くでは盛んだということですが、ボラン
ティアにレッツを支払うことで報いようとい
うような動きがあるのでしょうか。

質問：　日本のボランティアは｢ボランティ
ア｣と一言でまとめられますが、その中に無
償ボランティアという完全にお金をもらわな
いという人もいらっしゃるし、有償ボラン
ティアというのは賃金はもらわないけれど、
食事は夕ダで食べて、往復の交通費はもらう
という人もます。

教授：　まずボランティア組織とは基本的に
利益を追求しないNPO です。これがボラン
ティアというものの基本的な考え方です。
　ところがこのボランティア組織が活動を
行った結果、力を持ち、組織同士が競争する
ところまで育ってきた。そういう状況になる
と今度はいろんな面でかなりの力を持ってい
る人でないとボランティアができなくなって
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きている状況が出てきます。例えばエイジ・
コンサーンのような大きな組織になります
と、例えば会社なら専務理事、あるいは宣伝
部長.広報担当、さらに各部局を切り回して
いくのに必要な本格的な人材が必要になって
くる。言っては悪いが｢ヒマがあるから手助
けしてやろう｣というレベルではなくて、ど
ことでも競争できる、プロのレベルの人材が
必要になってきている、ということです。
　プロフェッショナルに近い人材が必要に
なってくるのは単なる指導者だけではなく、
例えばボランティアとして水道を直す人は水
道工事の力を持っていないと困る。電気工事
には電気の資格を持っていないといけない。
介護をするにも介護の知識を持っていないと
いけない。ちょっと買い物をしてあげると
か、代わりに年金を受け取ってあげる、とか
いうことになってくると、間違いのない人物
かどうか身元調査をしないといけない。こう
いった形で、ボランティア組織が｢善意の素
人｣ではなくて｢それぞれの専門家に近い集
団｣になりつつあるということです。
　こういう人たちに与える報酬は基本的に、
現在の段階では 3種類です。一つは交通費。
それから食事費あるいはそれに相当するも
の。そしてそれぞれのボランティアがその
方々が持っている技能や知識をより高めてい
くのに必要な費用、例えば研修費用あるいは
会議に参加して勉強する費用、訓練費用、こ
ういった形での報酬です。

質問：　独り住まいで体力が弱ったり、痴呆
になってきた高齢者がどういうことをしてほ
しいか、というニーズを伝える援助はどうい
う具合にやっているんですか。具体的にそう
いう人が主張して、ケアを受けられるように
地域の人たちが繋ぐとか仕組みがあるんです

か。

中村：　これは皆さんが訪問される｢シティ
ズンズ・アドバイズ・ビューロー｣で.どこへ
どういった書類を出すだとか、いろいろ教え

てくれるはずです。

教授：　アルツハイマーや老人痴呆には、こ
れも現実に気付かれないままに終わってしま
い、援助を受けられない人もありますが、大
切なのは医学的問題として処理する。つまり
確証をとってそれを元にどういうケアが必要
かと申請を行っていくことで、まず医学的な
診断を受けることが必要ですね。おかしな兆
候が出てきた時に｢この人はケアが必要じゃ
ないか｣という前に、医学的に立証すること
です。

中村：　まだ皆さんいろいろとご質問がある
かと思いますが、この先も中川先生を通じま
して、意見交換の方は彼女の方もしていくと
思いますので。

教授：　みなさん高齢者の方が高齢者のため
にこのように熱意を持って頑張っている姿に
非常に感動しております。ありがとうござい
ました。

中田：貴重な時間をありがとうございまし
た。私たち1995年に生まれた全く新しい組
織です。英文の資料を持ってきました。ご覧
頂ければ幸いです。
　今日は、長時間貴重な時間を割いてお話を
いただき本当に感謝しています。
ありがとうございました。


